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　A 58-year-old man was diagnosed as having descending colon cancer and underwent a left colectomy with D3 node 
dissection and end-to-end anastomosis reconstruction. The accessory middle colic artery was secured as a feeding 
artery, and the middle colic artery was preserved. Diet was started on postoperative day 5 (POD5), and nausea and 
vomiting appeared on POD10. An upper gastrointestinal series revealed to-and-fro peristalsis in the third portion of the 
duodenum and dilatation of the proximal duodenum. Abdominal CT showed that the second portion of the duodenum 
was markedly dilated and the third portion was compressed by the superior mesenteric artery (SMA). As a result, 
he was diagnosed with post-operative superior mesenteric artery syndrome (SMAS) and treated with conservative 
therapy. The symptoms improved with a nasogastric tube, and he started to eat after POD26, followed by a 
successful outcome.
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№ 報告年 報告者 性別 年齢 身長 体重 BMI 基礎疾患 誘因 治療 経口摂取開始日
１ 2009 自験例 男 58 170 85 29.4 脳梗塞 左半結腸切除 保存的 ―
２ 2009 大嶺 男 50 159 35 13.8 糖尿病 体重減少 腹腔鏡下十二指腸空腸吻合 ４日目
３ 2008 岡崎 女 29 148.8 44 19.9 ― 体重減少 十二指腸空腸吻合 ５日目
４ ↓ ↓ 男 80 159.5 67.7 26.6 ― 左結腸・低位前方切除 （保存的） 34日目
５ 2008 冨永 女 76 152 41 17.7 圧迫骨折 体重減少 （保存的） ―
６ 2008 三谷 女 78 142 34 16.9 ― 体重減少 （保存的） ―
７ 2008 野坂 男 69 161 38 14.7 肺気腫 体重減少 （保存的） 16日目
８ 2007 波多 男 71 171 62 21.2 ― ― 十二指腸前方転移術 ５日目
９ 2007 森本 男 41 ― ― ― 統合失調症 ― （保存的） ―
10 2007 名和 女 45 148 37 16.9 ― 盲腸固定術 十二指腸空腸吻合 ―
11 2007 中尾 男 75 151 40 17.5 頚椎症 ― 十二指腸空腸吻合 ４日目
12 2007 境澤 男 36 170 36 12.5 筋ジストロフィー 体重減少 胃空腸吻合 37日目
13 2007 大呂 女 80 145 45 21.4 ― 胃潰瘍 十二指腸空腸吻合（Roux-Y再建） ７日目
14 2006 水谷 女 68 143 40 19.6 ― 外傷（右肋骨骨折） 十二指腸空腸吻合 ７日目
15 2006 丹羽 男 65 ― ― ― 脳梗塞 体重減少 （保存的） 50日目
16 2005 境 女 52 157.3 51.6 20.9 糖尿病 左結腸切除 （保存的） 28日目
17 2005 大塚 女 81 ― ― ― ― 横行結腸・回盲部切除 十二指腸授動術　Treitz靭帯切離 27日目
18 2005 岩室 女 18 163 40 15.1 体重減少 （保存的） １日目
19 ↓ ↓ 女 84 134 35 19.5 慢性心不全 体重減少 （保存的） ―
20 ↓ ↓ 男 74 170 45 15.6 ― 体重減少 （保存的） ―
21 2004 金沢 男 74 ― ― ― ― 左半結腸切除 （保存的） 21日目
22 2004 石窪 男 24 175 49 16.0 ― 体重減少 （保存的） ―
23 2004 豊田 男 29 160 34 13.3 甲状腺機能亢進症 体重減少 （保存的） 14日目
24 2004 仲野 男 54 167 66.8 24.0 ― 左腎摘出 （保存的） 21日目
25 2003 八木 女 17 156 54 22.2 ― 内臓下垂 腹腔鏡下十二指腸空腸吻合 ６日目
26 2002 藤田 男 70 152 30 13.0 肺癌 体重減少 腸回転解除術 ３日目
27 2002 船塚 男 77 ― ― ― 慢性心不全 ― 十二指腸空腸吻合 ６日目
28 2002 和田 女 23 160 47 18.4 心的外傷後ストレス障害 体重減少 （保存的） ３日目
29 2002 辻 男 16 135.7 18.6 10.1 重症心身障害 体重減少 （保存的） １日目
30 2002 岸本 女 60 ― ― ― うつ病 体重減少 十二指腸前方転移術 ４日目
31 2001 吉川 女 78 149 44 19.8 ― 脊椎変形 腸回転解除術＋十二指腸部分切除 ８日目
32 2001 芝原 女 15 167 53 19.0 ― ― 十二指腸前方転移術 ５日目
33 2001 武中 男 32 177 57 18.2 ― 体重減少 腹腔鏡下十二指腸前方転移術 ７日目
34 2001 吉光 男 65 155 43 17.9 脳出血 体重減少 十二指腸空腸吻合 27日目
35 2001 古川 男 76 166 47 17.1 ― 腹会陰式直腸切除術 十二指腸空腸吻合 27日目
36 2001 木田 女 54 155 45 18.7 ― ― 十二指腸空腸吻合 18日目
37 ↓ ↓ 男 83 155 34 14.2 高血圧 体重減少 十二指腸空腸吻合 ７日目
38 2001 藤岡 女 23 ― ― ― ― ― （保存的） ―
39 ↓ ↓ 男 55 ― ― ― ― ― （保存的） ―
40 2000 鎗山 男 74 175 65 21.2 ― 左半結腸切除 胃小腸Roux-en Y吻合 10日目




42 1999 上竹 男 72 168 45 15.9 肺結核 体重減少 （保存的） ７日目
43 1999 佐々木 男 32 172 45.2 15.3 頭蓋内出血 体重減少 （保存的） 35日目
44 ↓ ↓ 男 25 ― ― ― ― ― （保存的） 47日目
45 1999 三上 女 24 158 41 16.4 ― 体重減少 十二指腸空腸吻合 ―
46 1998 池中 女 17 163.8 62 23.1 ― ― （保存的） ―
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